
様式第５号 

令和５年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 71 学 校 名 浜松西高等学校 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 
関係者 
評 価 

意見 

ア 知的好奇心・

探究心を大切

にし、幅広い

知 識 ・ 思 考

力・表現力等、

未来に生きる

確かな学力を

育成する。               

〇「授業の内容がよく分か

る」80%以上 

〇「授業は学力を伸ばすこ

とに十分役立っている」 

80％以上 

〇「家庭学習時間が 120 分

以上」80％以上、「60分未満」

0％ 

○「授業→復習の学習サイ

クルが確立できている」数

英各 70％以上 

Ｂ 

Ｂ 

・９割以上の生徒が授業は学力を

伸ばすことに十分役立っていると

感じている事実は素晴らしい。授

業の目標が明確であり、主体的な

学びが展開されているからこそで

あると思う。 

・家庭での学習時間にこだわらず

学習の時間を評価すればよい。 

・部活動・学習塾等生徒も時間的

な余裕が無く、家庭学習時間が不

足するのは致し方ない。授業に集

中できる環境作りが大事。 

・読書の時間が生き方の道標とな

ることもわかってくると幅広い視

野が根付くことに気付かせたい。 

・図書館の利用率も高いほうが良

いが、知識・思考力・表現力向上

につながる利用の仕方が重要であ

る。 

○「本校の図書館をよく利

用している」50%以上 

○「よく読書をしている」

50%以上 Ｂ 

イ 地域社会・国

際社会のリー

ダーとして必

要なコミュニ

ケーション能

力・高い倫理

観等の資質・

能力を育成す

る。     

〇「興味や関心を喚起され

る授業が行われている」80%

以上 

〇「自分の意見を相手には

っきり伝えることができ

る」80%以上 

〇「相手の意見をしっかり

受け止めることができる」

80%以上 

Ａ 

Ａ 

・多様な学びへの指導が生きてき

ている。 

・自身の学びを広げ深めることが

できている点は継続して達成、向

上できるよう取り組んでいただき

たい。 

・授業において、多くの教科でグ

ループ学習が成立し、対話的で深

い学びに繋がっている。 

・学校生活に満足している生徒が

大多数であることは、学校という

場が生徒の自己実現の場となって

いると感じる。大変素晴らしい。 

・学校生活への満足度が高いこと

は、学校運営が上手に行われてい

る証である。 

〇「自分から進んで行動で

きる」80%以上 

○「学校生活に満足してい

る」80%以上 
Ａ 
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ウ 生命に対する

畏敬の念や異

なる人々を受

け入れる優し

さを育てると

もに、防災や

安全に関する

意 識 を 高 め

る。     

〇「自他の生命の大切さに

ついて、主体的に考えてい

る」80%以上 

〇「学校において悩み等を

相談する方法や場所を知っ

ている」90％以上 

Ａ 

Ｂ 

・相談しやすい雰囲気を醸成して

おり、相談活動の推進が図られて

いる。 

・悩みの相談に関する少数の否定

的意見も汲み取る姿勢も継続して

いただきたい。 

・ヘルメット着用は「努力目標」

ではあるが、着用率向上のための

取組について検討が必要。 

・交通ルールとマナーについての

指導は継続の必要性を感じる。 

・交通マナー、防災に対する意識

付け、社会ルールの習得等、学校

以外の事柄もこの時期（中高生の

期間）に身に付けるべき。 

○防災マニュアルポケット

版の携帯率 100％ 

○防災に関する職員研修を

実施。 

Ａ 

○交通マナーに関する苦情

０件、交通事故０件 
Ｂ 

エ 自分の幸福を

追求するだけ

でなく、社会

の発展に積極

的に貢献しよ

うとする意欲

をもつ生徒を

育てる。          

○「学校行事以外でボラン

ティア活動をした」70％以

上 
Ｃ 

Ｂ 

・目標達成できていないボランテ

ィアの項目については、ボランテ

ィア担当を設置するなど改善の試

みが見られている。 

・ボランティアに参加する機会が

乏しく、学習成績や大学受験に直

接結びつかない事から難しいと感

じる。 

・フィールドスタディ・プログラ

ムが有効である。広く社会の情勢

に視野を広げる刺激も必要と感じ

る。 

・探究学習は、社会の発展に積極

的にかかわろうとするリーダー性

の育成につながっている。西高生

の未来に大いに期待する。 

〇「フィールドスタディ・

プログラムに満足してい

る」80%以上 

〇「大学での学びに興味関

心が高まった」80%以上 

〇「探究学習は、課題発見

解決能力を高めたり、自己

の進路選択に役立ったりし

ている」80%以上 

〇「相手の立場や意見を尊

重している」90%以上 

Ａ 

〇「校則等の決まりを守っ

て生活している」90%以上 

〇「規則正しい生活をして

いる」 90%以上 

〇「近所や知り合いの人に

あいさつをしている」90%以

上 

Ｂ 

オ 目標の実現に

粘り強く取り

組むたくまし

い心と体を育

成するととも

に、生徒の主

体的な取組を

通して自主・

自律の精神を

育み、生徒が

主役の明るく

規律ある学校

○「学校行事に積極的に取

り組んでいる」80%以上 
Ａ 

Ａ 

・学校生活が楽しいと考えるのは

先生方の日頃の指導体制と共通理

解のお陰である。 

・全体的に目標が達成されていて

素晴らしい。少数の否定的意見を

汲み取る姿勢を継続してほしい。 

・体育大会の様子を拝見し、まさ

に生徒が主役の学校行事であると

感じた。一方、人間関係をうまく

築くことができない生徒は、組織

で見守っていく必要性を感じる。 

・全般的に学校生活への満足度が

○「学校が楽しい」90%以上 

〇「学校において人間関係

は良好である」90%以上 Ａ 

〇「校内美化（清掃等）に

前向きに取り組んでいる」

90％以上 
Ａ 
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づくりを進め

る。     
高く、申し分ない。 

・校内美化の意識もより向上させ

てほしい。 

カ 系統的・組織

的な進路指導

を通して、一

人一人の夢と

志を可能とす

る進路を実現

する。 

○高２末までにオープンキ

ャンパス参加者 80%以上 

〇「大学教授などの外部の

方から話を聞くことで進路

意 識 が 高 ま っ て い る 」 

80％以上 

○「西山台チャレンジサポ

ート」申請者の増加 

○「学校から進路に関する

情報や指導を十分受けてい

る」80%以上 

Ｂ 

Ａ 

・Ｒ６年度大学入学共通テスト結

果は大変素晴らしく、系統的・組

織的な指導の成果だと思われる。 

・素晴らしい成果をあげている。

日頃の指導のお陰であり、保護者

にも知ってもらいたい。 

・学力は素晴らしいと思うので、

進路に対する夢と志の意識付け向

上に引き続き力を入れてほしい。 

・一人一人の夢や志を可能とする

丁寧な進路指導が今後も期待され

る。 

・生徒個々に向き合った適切な指

導と成果が出ている。一人でも取

り残こさないように期待する。 

〇生徒自らが立てる進路目

標実現率 90％以上 

○難関国公立大合格者 35人 

○国公立大合格者 120 人 

Ｂ 

キ 生徒を鍛え、

生徒の自己実

現を支援する

こ と が で き

る、高い指導

力をもつプロ

の教師集団を

目指す。また、

組織を支える

教職員一人一

人のワークラ

イフ・バラン

スの保持・向

上に努める。 

〇評価の方法・課題等につ

いて情報共有を行う。 

○中等部・高校間の授業見

学率 100% 

〇授業リサーチの実施 

〇ＩＣＴ活用について他校

等における事例の情報共有

を行うとともに、研修会を

通じて、アクティブラーニ

ングの取組が活発化する。 

〇人権教育に関する情報提

供１回以上 

〇外部の教科研修会への参

加者 10 名以上 

〇「学校に信頼できる教師

がいる」80%以上 

Ａ 

Ａ 

・年齢バランス・経験年数の違い

から、様々な事象の捉え方に差異

を感じることと思う。管理職の組

織マネジメントの苦労が伺える。

一人一人の職員が、働き甲斐を感

じて日々の教育実践に携わってほ

しいと思う。 

・プロ集団としての意識の醸成が

できている。管理職の指導の成果

でもある。 

・業務内容の煩雑さをもう一度見

直し、時間を捻出していただきた

い。生徒と向き合う時間は無駄で

はないと思う。職員面談を継続し

て職務を充実させてほしい。 

・教職員のオーバーワーク防止へ

の具体的な取組は必要だが、生徒

への指導を充実させるには相反す

る部分もある。根本的な解決方法

よりもベターな方法を模索するこ

とになる。 

〇管理職からの声掛け 100% 

〇月 80時間以上の時間外勤

務従事者５%以下 
Ｂ 

ク 「魅力ある学

校づくり」を

進め、中高一

貫の特色を生

かした信頼さ

れる教育体制

の充実に努め

る。 

〇「シラバスから授業の年

間計画が分かる」80%以上 

〇中高教員の乗り入れ８人

以上 

〇生徒支援委員会年６回以

上 

Ａ 

Ａ 

・本校ならではの、中高教員の乗

り入れ授業のさらなる拡大を期待

する。 

・生徒支援委員会の実施で情報の

共有化を図ることは、早期指導に

つながり、生徒にとっても安心材

料であると思う。 

・本校の客観的な位置付けを把握

し、より一層中高一貫のメリット

を発揮していただきたい。 

〇「３年間または６年間を

通した進路指導計画につい

て知っている」80%以上 
Ｂ 
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ケ コンプライア

ンスの遵守に

配慮するとと

もに、情報の

発信を積極的

に 行 い 、 生

徒・保護者・

地域の人々か

ら信頼される

学校経営に努

める。 

○「学校の教育活動に信頼

感を抱いている」 

保護者 90%以上 

○ホームページ年間更新

100 件以上、アクセス数 50、

000 件以上 
Ａ 

Ａ 

・いずれの項目も昨年度よりも向

上しており素晴らしい。引き続き

積極的な情報発信に取り組んでほ

しい。 

・情報の発信を積極的に行うこと

も大切にしながら、個人情報・守

秘義務もあり、今まで以上に様々

な観点からの配慮が必要になって

きている。 

・学校教育活動に90％以上の保護

者が信頼感を抱いている現状は、

大変素晴らしく、日々の先生方の

努力の賜物だと思う。信頼の貯金

は日々の実践からである。 

・コンプライアンス遵守は当然で

ある。学校内外の関係者との信頼

関係強化を図ってほしい。 

○学校説明会参加者 400 人

以上、オープンスクール参

加者 300 人以上 

参加者は中学生及びその保

護者 
Ａ 

コ 教育目標を達

成するため、

各目標具現化

の柱の遂行に

係る適切な財

務 執 行 を 図

る。 

〇節電等経費削減の周知を

徹底し、光熱水費使用量を

令和４年度より削減する。 

〇監査、検査等での指摘事

項０件 

Ａ Ａ 

・県立高校としてインフラ整備（

トイレ等）の順番待ちと理解して

いるところであるが、オープンス

クールに訪れた際の高校選択の判

断基準の一つであることは確かな

ので、勉学に取り組む環境を向上

させていくのは大切である。 

・節電等経費削減の周知が徹底し

ており、全校で意識を高め取り組

んだ結果が数値に表れていると思

う。 

・監査、検査等で指摘事項０件は

事務長をはじめ、職員全員の適正

な財務執行に関する意識の高さだ

と思う。 

 


